	対象教科・科目
	単位数
	学年・学級

	数学Ｂ
	２
	第２学年


１　学習の到達目標等
	学習の到達目標
	１　数列，ベクトル，確率分布と統計的な推測について，概念を理解することを目標とする。
２　数列，ベクトル，確率分布と統計的な推測について，基礎的な知識の習得と技能の習熟を目標とする。
３　数列，ベクトル，確率分布と統計的な推測について，事象を数学的に考察する能力を培うことを目標とする。
４　数列，ベクトル，確率分布と統計的な推測について，数学のよさを認識し，習得した知識，習熟した技能，事象を数学的に考察する能力等を積極的に活用する態度を育てることを目標とする。

	使用教科書・副教材等
	啓林館「数学Ｂ」，傍用問題集，参考書


· 以下では，「数列」「平面上のベクトル」「空間座標とベクトル」を選択するものと仮定した。
２　学習計画及び評価方法等
	学期
	学　習　内　容
	月
	学　習　の　ね　ら　い
	備  考
	考査範囲

	第
１
学
期
	第1章 数列

第1節　等差数列・等比数列

1 数列とその項
2 等差数列
3 等比数列
第2節　いろいろな数列
1 和の記号Σ

    2 累乗の和
    3 階差数列

　　4 数列の和と一般項

    5 いろいろな数列の和

研究 ／区画に分けた数列
	４
５

６


	数列の一般項，和。和の記号Σ，および漸化式と数学的帰納法について理解し，それらを事象の考察に活用できるようにする。
(1) 等差数列・等比数列

　一般の数列{a_n}について，nとa_nとの対応関係に着目して，数列の一般項の意味を理解し，初項，第n項，末項，項数，有限数列，無限数列のなどの基本用語を理解する。次に，基本となる等差数列と等比数列を学ぶ。第n項をｎの式で表し，第n項までの和の公式を導く。その際に用いる考え方の良さを理解し，数列の他の問題の解決に応用できるようにする。また，余力のある生徒に対して，預貯金の元利計算の問題などの身近な問題を取り上げることが考えられる。
(2)　いろいろな数列

　和の記号Σを導入して，その性質をまとめる。続いて自然数の和，平方の和，立法の和の公式を導き，それらと共に，記号Σによって様々な数列の和が見通しよく計算できることを理解する。次に，階差数列から元の数列の一般項を求める方法を学ぶ。特に，階差数列が等差数列や等比数列となるような簡単な場合について考察して理解の定着を図る。さらに，和が先に与えられた場合に，その数列の第ｎ項を求めることを通して，和と第n項の間の一般的な関係を理解する。また，分数列について，部分分数分解による和の求め方を学び，その巧妙な考え方の良さを理解して，類似の問題に応用できるようにする。
	
	１学期期中間考査

	
	第2章 
	
	
	
	１学期期末考査

	第
１
学
期
	第3節 漸化式と数学的帰納法

  1 漸化式
	７
	(3)　漸化式

　漸化式の意味を理解する。続いて，漸化式から一般項を導く技法を学ぶ。ここでは，等差数列，等比数列を表す漸化式から始めて，隣接二項間の漸化式a_n+1＝pa_n＋qの解法を学び，例えば，平面の直線による分割の個数やハノイの塔の問題などの具体的な問題の解決に活用できるようにする。
	数列の分野と関連づけられる他の教科や身の回りのことについて課題を設定し，レポートで提出する。
	

	
	【課題・提出物等】
・　授業中に配布する演習プリント　　　　　　　・　傍用問題集の指定された問題についての課題
・　各テスト後の「やり直し」ノート　　　　　　・　課題学習レポート

	
	【第１学期の評価方法】
１　定期考査・課題テストの成績（７０％）
　　定期考査・課題テストにおいては，知識・理解に偏ることなく，数学的な考え方，数学的な技能をみるための問題も出題する。
２　学習態度等の平常点（３０％）
（1） 授業時などの学習過程で，評価の観点の４項目について，良い点および伸長の状況などを評価する。
（2） 演習プリント，演習ノートや課題学習レポートの提出状況・小テストの成績などを評価する。
　　　　(1)，(2)を総合的に評価する。

	第

２

学
期
	2 数学的帰納法

　  数学探訪／音階と等比数列

第3章 平面上のベクトル

第1節　ベクトルとその演算

　　1 ベクトル

    2 ベクトルの和・差・実数倍

　　3 ベクトルの成分

4 ベクトルの内積

　　研究 ／三角形の面積
第2節　ベクトルと図形

    1 位置ベクトル

    2 位置ベクトルと図形

    3 ベクトル方程式

    研究 ／円の接線のベクトル方程式
数学探訪 ／綱引きとベクトル
	９

10

11

12
	(4) 数学的帰納法

　数学の証明法の中で，最も基本的で重要な数学的帰納法について学ぶ。章扉にあるペアノの自然数の構成に対応して，自然数nに関する命題を証明する手続きを理解する。よく用いられる等式や不等式，整数の倍数問題を取り上げ，さらに，漸化式の内容に関連させて，漸化式で定義される数列の一般項を推測し，それを数学的帰納法で証明することを通して理解の徹底を図り，様々な問題に活用できるようにする。
平面上のベクトルの意味や演算，成分および内積などの基本的な概念について理解し，ベクトルを用いて図形の性質を考察する。これらのことを通して，ベクトルの考えが有用なことを認識し，様々な図形の性質などの考察に活用できるようにする。
(1)　ベクトルとその演算

　平面上のベクトルについて，有向線分を利用した幾何ベクトルによって，その意味，相等，加法，減法および実数倍について理解する。続いて，座標平面上にベクトルを置き，ベクトルを成分で表して，いわゆる計量ベクトルを導入する。さらに，ベクトルの内積の意味や基本的な性質を学び，平面図形の性質の考察に応用する。
(2) ベクトルと図形

　位置ベクトルの考えを理解し，図形の性質の考察においてベクトルが利用できることを認識する。また，ベクトル方程式を取り扱い，直線や線分，およびそれで囲まれた領域などの平面図形をベクトルを用いて表現できるようにする。
	平面上のベクトルの分野と関連づけられる他の教科や身の回りのことについて課題を設定し，レポートで提出する。
	２学期中間考査

２学期
期末考査

	
	【課題・提出物等】
・　授業中に配布する演習プリント　　　　　　　・　傍用問題集の指定された問題についての課題
・　各テスト後の「やり直し」ノート　　　　　　・　課題学習レポート

	
	【第２学期の評価方法】
１　定期考査・課題テストの成績（７０％）
　　定期考査・課題テストにおいては，知識・理解に偏ることなく，数学的な考え方，数学的な技能をみるための問題も出題する。
２　学習態度等の平常点（３０％）
（1） 授業時などの学習過程で，評価の観点の４項目について，良い点および伸長の状況などを評価する。
（2） 演習プリント，演習ノートや課題学習レポートの提出状況・小テストの成績などを評価する。
　　　　(1)，(2)を総合的に評価する。

	第

３
学
期
	第4章 空間座標とベクトル

第１節　空間のベクトル

    1 空間における直線・平面の　　　位置関係

    2 空間の点の座標

3 空間のベクトル

    4 空間のベクトルの内積

    5 位置ベクトル

　　研究[発展] ／平面の方程式
　　数学探訪 ／CGキャラクターの動き
	１

２

３
	空間座標の概念を導入し，その意味や表し方について理解するとともに，平面上のベクトルの考えを空間に拡張して，空間図形の考察に活用できるようにする。
(1)　空間のベクトル

　空簡における直線や平面の位置関係についてまとめ，空間座標を導入して，空間内の点を3つの実数の組として表す。続いて空間においてもベクトルが定義され，内積を含むベクトルの演算，位置ベクトルの考えなどが，平面上の場合と平行して全く同様に考察することができることを理解する。また，4点が同一平面上にある条件を求め，空間図形の具体的な問題の解決に応用できるようにする。
	空間座標とベクトルの分野と関連づけられる他の教科や身の回りのことについて課題を設定し，レポートで提出する。
	学年末考査

	
	【課題・提出物等】
・　授業中に配布する演習プリント　　　　　　　・　傍用問題集の指定された問題についての課題
・　各テスト後の「やり直し」ノート　　　　　　・　課題学習レポート

	
	【第３学期の評価方法】
１　定期考査・課題テストの成績（７０％）
　　定期考査・課題テストにおいては，知識・理解に偏ることなく，数学的な考え方，数学的な技能をみるための問題も出題する。
２　学習態度等の平常点（３０％）
（1） 授業時などの学習過程で，評価の観点の４項目について，良い点および伸長の状況などを評価する。
（2） 演習プリント，演習ノートや課題学習レポートの提出状況・小テストの成績などを評価する。
　　　　(1)，(2)を総合的に評価する。


３　評価の観点，内容及び評価方法
	
	評価の観点及び内容
	評価方法

	関心・意欲・態度
	　数学的な活動を通して，数列，ベクトル，確率分布と統計的な推測における考え方に関心をもつとともに，数学的な見方や考え方のよさを認識し，それらを事象の考察に活用しようとしているかどうか｡
	○　授業時の様子
○　演習プリント・小テスト
○　傍用問題集演習ノート
○　課題学習レポート

	数学的な見方や考え方
	  数学的な活動を通して，数列，ベクトル，確率分布と統計的な推測における数学的な見方や考え方を身につけ，事象を数学的にとらえ，論理的に考えるとともに，思考の過程を振り返り多面的・発展的に考えているかどうか｡
	○　授業時の様子
○　演習プリント・小テスト
○　傍用問題集演習ノート
○　課題学習レポート
○　定期考査・課題テスト

	数学的な技能
	  数列，ベクトル，確率分布と統計的な推測において，事象を数学的に考察し，表現し処理する仕方や推論の方法を身につけ，的確に問題を解決できるかどうか。
	○　授業時の様子
○　演習プリント・小テスト
○　傍用問題集演習ノート
○　課題学習レポート
○　定期考査・課題テスト

	知識・理解
	  数列，ベクトル，確率分布と統計的な推測における基本的な概念，原理・法則，用語・記号などを理解し，基礎的な知識を身につけているかどうか。
	○　授業時の様子
○　演習プリント・小テスト
○　傍用問題集演習ノート
○　定期考査・課題テスト


４　アドバイス等

	数列の学習で大切なこと

数学的帰納法の指導

ベクトルの指導
	数列の分野で，理解し覚えるべき公式は多くない。三角関数に比して考えると一目瞭然である。しかしながら，生徒にとって，数列の分野は大変難しい分野であるようである。その原因の一つは，数列の項の番号と項との対応関係がスムーズに捉えきれず，公式を適用することができないことが上げられる。例えば，等差数列3，8，13，……，503や，等比数列2，4，8，……，2^{n-1}の項数がわからず，和の公式が適用できない。あるいは，S_nがnの式として与えられているにもかかわらず，S_{n-1}やS_{n+1}をnの式で表すことができない。指導に当たっては，この点を十分に考慮して，様々な具体例を取り上げたいものである。和の記号Σの取り扱いについても同様である。最初のうちは面倒でも，n＝1，2，3，……とおいてみて，初項は何か，和において，Σが求める数列の和を表しているかを確かめる習慣を身に付けさせておきたい。やがて慣れによって，そのような手間も自然と軽減されてくるものである。数列の分野は抽象度も高く，形式的な指導に流れることがないよう，いっそうの注意を払いたいものである。
　数学的帰納法は，数学において非常に基本的で重要な証明法である。ところが，生徒の答案を見ると，理解の不十分なものやごまかしのあるものが多い。ここでは，個々の答案を丁寧に添削するなどして，正しい答案を書かせる指導に時間をとりたい。そして，しっかりとした数学の論理性を身に付けさせるよい機会としたい。
例えば，平面上のベクトルでは，まず，零ベクトルでもなく平行でもない2つのベクトルが与えられると，平面上の任意のベクトルが，その2つのベクトルの一次結合として一意的に表されるという事実が最も大切なことである。そして実際にそれを実行するための手続きとして，分点の位置ベクトル，平行条件，共線条件，垂直条件などの公式がある。こうした大局観のもとで，位置ベクトルは，平面図形の性質を調べ，問題を解決するための有効な手段の一つであることを理解させたい。そしてそのような考察が自然と空間のベクトルの場合に拡張されることを認識させたい。また，生徒にとって，直線や円のベクトル方程式は難しい概念である。このことの指導については，ベクトルの成分表示を活用して，直交座標での直線や円の方程式との関係を確認させることが大切である。高等学校では，点の位置を表すのに，直交座標，位置ベクトル，複素数，極座標を学ぶことになる。その表現はいろいろであるが，点という実体はただ一つのものであって，したがって，それらの間には密接な関係がある。直線を一つとっても，直交座標による方程式，ベクトル方程式，複素数での方程式，極方程式と様々に表され，目的に応じてその表現を利用することになる。直交座標ではどうなるか。ベクトルで表すとどうなるか。複素数だとどうか，というふうに考えを進めていくと，いっそう理解が深められるのである。


＜参考＞　第4章の学習内容と学習のねらい

	
	第5章 確率分布と統計的な推測

　

第１節　確率分布

    1 確率変数と確率分布

　　2 確率変数の平均

3 確率変数の分散と標準偏差

    4 和の平均と分散

    5 二項分布

　　研究／ポアソン分布

　第2節　正規分布

    1 連続な確率変数

研究 ／一様分布
    2 正規分布

　　研究 ／正規分布

  第3節　統計的な推測

    1 母集団と標本

    2 推定

　　数学探訪 ／最大値の分布と安全性
	
	確率変数とその分布，統計的な推測について理解し，それらを不確定な事象の考察に活用できるようにする。
(1)　確率分布

　くじを引くことや硬貨を投げる試行のような具体例を通して，確率変数とその分布について考察する。続いて，確率変数の平均，分散，標準偏差についてその意味と計算の仕方を理解し，さらに確率変数の1次式，和，積の平均，分散，標準偏差についてまとめる。また，基本的な離散型確率分布として，二項分布を取り上げ，確率分布の特徴を捉えることができるようにする。
(2)　連続な確率変数から始めて，統計学で重要な役割を果たす正規分布を考察し，身長の計測などの具体的な事象を通して，正規分布表が活用できるようにする。
(3) 統計的な推測

　標本平均の分布と，母平均，母標準偏差との関係を踏まえ，母平均の区間推定，母比率の推定を行い，標本調査の考え方についていっそうの理解を深める。
	確率分布と統計的な推測の分野と関連づけられる他の教科や身の回りのことについて課題を設定し，レポートで提出する。
	


